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はしがき
二十一世紀の少子高齢社会において、医療専門職の役割は病む人の治療に関わるのと同程
度に、生活習慣病の一次予防に関わるこ左が期待されるに違いない。それは、これまで誰も
が高齢期の発症は避けられないと諦めていたいわゆる成人病の殆どが、最近の老年医学にお
いて、長年続いた生活習慣の弊害の結果であると認識されるようになったからである。
生活習慣病の一次予防では、とりわけ看護職の役割りが重要となるであろう。生活者の立
場に立って健康を考え、最も効果的に生活習慣に関わりを持って一般の人々に対応できる職
種と考えるからである。個人の健康管理は自助努力によるのであるが、良い生活習慣の確立
の過程で医療専門職の支援を受けることができれば、実践の段階で惰性に流れふらつき勝ち
な生活習慣の改善意欲も維持されうると考える。
人体の生理機能について教授し研究する基礎看護学領域は、健常な成人の生理機能に限ら
ず、加齢に伴う身体的変化を王しく理解し、現代人の生活習慣とその弊害で生じる生活習慣
病との因果関係を明確にして、日常生活の中で根拠に基づいた健康教育を推進するように心
がけなければならない。
我々は、平成 13年から 16年にわたって 4年間継続の科研補助金・基盤研究 (C)を受け
て、大学の近隣に在住の高齢研究ボランティア男女30名と施設入所している高齢者ボラン
ティア 25名の身体的基礎データを継続的に採取した。採取したデータは、身長、体重、体
脂肪、バイタノレサインの他、超音波による撞骨の骨強度、足背動脈血流、重心動揺計による
バランス感覚、握力・下肢筋力である。また、転倒・骨折についての調査、食事と運動につ
いての調査も行った。これらのデータのどの情報に基づ、いて加齢に伴って高まる転倒・骨折
のリスク評価を行うのが最も妥当であるかを解析した。
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